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平成３０年度 

第１回災害対策等緊急事業推進費※ 

の配分について 
 

 

 

国土交通省は、崖崩れや豪雪（雪崩）により被災した地域で、再度災

害防止のために実施する落石対策や雪崩対策などに緊急的に予算を配分

します。 

この内、北陸地方整備局関連では、平成３０年４月の崖崩れ対策とし

て、道路事業（１件）２５０百万円（国費）が配分されます。 

 
 

※ 災害対策等緊急事業推進費は、年度途中に発生した自然災害による被災地域や重大な交通事

故が発生した地域において、当初予算では対応しきれない対策に年度内に緊急に予算支援す

る制度です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土交通省本省の記者発表は、下記のＵＲＬでご覧になれます。 

 

＜国土交通省ＨＰ＞ 

〔URL〕http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudokeikaku_tk4_000002.html 

 
 

 

［金額単位：百万円］

事業費 国費

地方道（補助）

道路更新防災
等対策事業

主要地方道

佐渡
さ ど

一周
い っ し ゅ う

線
新潟県 500 250 別紙-1参照

新潟
に い が た

県佐渡
さ ど

市

野
の

浦
う ら

地内

備考

配分地区一覧表（北陸地方整備局関係分）

 崖崩れ対策

種　別 事業
主体名

施行地
事業実施額

事業名



平成30年４月12日に主要地方道佐渡一周線で崖崩れが発生し、全面通行

止めを行っている。

このため、推進費を活用して緊急的にロープ伏工による落石対策を行うこ

とで再度災害防止を図り、通行者等の安全・安心を確保する。

新潟県

新潟県佐渡市野浦

500

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）250

（１） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（主要地方道佐渡一周線）

サ ド シ ノウラ

新潟市

佐渡市

新潟県

文

赤玉地区

両津病院

施行箇所

佐渡一周線

一般国道350号

両津港

前浜小中学校

赤玉地区から両津港まで
・通常時 L=25km（約35分）
・迂回時 L=18km（約50分）

佐渡市役所

赤玉地区から前浜小中学校まで
・通常時 L=11km（約15分）
・迂回時 L=24km（約55分）

（迂回時）

（迂回時）

赤玉両津線
（迂回路）

両津観測局所
（気象台）

岩首地区

東強清水地区

野浦地区

通行止め
L=0.4km

柿野浦観測局所

崩壊箇所

至 赤玉地区
至 両津港

写真①【被災状況】

【位置図】 【広域図】

施工区間 L=160m 
ロープ伏工 A=8,000㎡
用地買収 A=8,000㎡

写真②

Ａ

至 両津港

【平面図】

Ａ
写真①至 赤玉地区

ロープ伏工
A=8,000㎡

【断面図（Ａ－Ａ断面）】

崩壊箇所

ポケット式落石防護網

法枠工

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

黒 施行完了箇所

至 両津港

至 赤玉地区

写真②【被災状況】

最大落石径高
1.6m×幅2.0m

サ ド イッシュウ

別紙－１
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